
赤谷プロジェクトから

みなかみＢＲへの展開



豊かな自然をまもり・いかし・ひろめる取組を展開

年 月 取 組 内 容

H16(2004) 9月 『谷川連峰・水と森林防人宣言』
・合併の理念として旧３町村（月夜野町、水上町、新治村）にて宣言

H17(2005)10月 『みなかみ町』誕生

Ｈ20(2008) 3月 『エコタウンみなかみ～ふるさとの資源をいかした地域振興構想』

Ｈ20(2008) 9月 『みなかみ・水・「環境力」宣言』
～水と森林を まもる・いかす・ひろめる力～

H2１(20０９) 4月 『みなかみ町民憲章』制定

H23(20１１) 4月
『みなかみ町自然環境及び生物多様性を守り育てる
ため昆虫等の保護を推進する条例』の制定

H2４(201２) ６月 谷川岳エコツーリズム推進全体構想の認定

みなかみ町の自然をいかしたまちづくり





◇2011年（H23.4）より、赤谷プロジェクト地域協議会
が加わり、3者協定となる。

◇みなかみ町議会にて赤谷プロジェクトとの連携に
ついて質問があり、当時の環境課が担当窓口となる。

赤谷プロジェクトとみなかみ町の
具体的な連携スタート。

○みなかみ町議会による現地視察。
○町長、議員等によるクマタカの営巣地の見学。
○町職員対象のイヌワシ見学会後開催。
○町と三者による事務局会議の開催。
○各種会議へのオブザーバー参加。など

みなかみ町と赤谷プロジェクト



◇綾BRの登録について情報提供を受ける。

・綾町視察（赤谷プロジェクトメンバーを中心として）

→みなかみ全域を対象として登録を推進することを進言。

・エリア設定や基本的な概要を検討。

→町長に提案するが・・・

・「まちづくりビジョン策定委員会」にBR登録を提案。

→委員会によりBRの理念を核としたまちづくりを進める答申。

エコパーク推進室が設置（２０１４．７）

登録申請が本格的にスタート

BR登録までの経過



◇登録申請書作成にに向けての人材確保
→NACS-Jに申請書作成にかかる業務を委託

・日本ユネスコ国内委員会に申請書概要の提出と意思表明
（H27.8)

◇「みなかみ町 まち・ひと・しごと創生総合戦略」
に人と自然が共生したまちづくりを進めると明記。

・H28（2016）8月：日本ユネスコ国内委員会へ申請書提出
国内推薦決定

・H28（2016）9月：日本ユネスコ国内委員会から
ユネスコ本部へ推薦

・ユネスコMAB計画国際調整理事会による審議

H29（2017）6月14日登録決定！



BRの理念をまちづくりの柱に！



「みなかみ町の自然とくらし」の作成
・町全体の自然環境を知るため、各専門分野の専門家に

  執筆を依頼し冊子を作成。



木育推進等のとりくみ
「森の恵みと学び家（現森のおもちゃの家）の設置」

・カスタネットをテーマに森や木のつながりを学ぶ。

・BRや赤谷プロジェクトの広報。
→ウッドスタート宣言、誕生祝い品、木育キャラバンの開催。

→広葉樹活用プロジェクト（オークヴィレッジ包括連携協定）



環境学習発表会の開催
・赤谷プロジェクト10周年関連イベントで行われた新治

  小学校のイヌワシのプレゼンを見学し、町内の全学校

に働きかけ第1回目を開催。

・コロナ禍での動画による開催を挟みながら、本日第9回

  を実施。



これまでを振り返ると

・BR登録は、これまでこの地域に暮らしてきた方々の

行いが評価されたことであると言えます。

・赤谷PRJが、大きな時代の変化の中で将来を見据え、

生物多様性の保全と持続可能な地域づくりを目指し、

日本のトップランナーとして進んできたその成果の一

つが、BR登録であり、まさにみなかみ町のまちづくり

の中心的な考え方に息づいています。

・プロジェクト開始までを第1フェーズ、プロジェクト開

始から町との連携がスタートするまでの第２フェーズ、

その後、BR登録から20周年を迎えるこれまでの間を

第３フェーズと捉えることができると思います。

これまでの20年



・赤谷プロジェクト２０周年を迎え、新たなフェーズとし

て、より持続可能な地域づくりを目指し、多くの方が参

加できて、興味を持てる、地域自らの取り組みが期待

されると考えます。

・個人として、地域協議会の会員として、いろいろな立

場から、自分が楽しみながら、無理なく、持続可能な

ことを、ベクトルを合わせて、みんなが少しずつ考え、

前に進んでいくことが大きな一歩になると感じてます。

・少子化の状況の中で、子どもたちがずっと住み続け

たくなる、みなかみ町に暮らすことが、自慢に思えるよ

うなまちを目指して、力を合わせていきましょう。

これまでを振り返るとこれからの１０年



ご清聴ありがとうございました。
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